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研究成果の概要（和文）：本研究では、今日の自動車関連業界の技術環境等の変化に伴って、組織の境界や組織
間関係がどのように変化しているのかを実証的に分析した。分析手法として、関連データを、多年度にわたり、
かつ国際的に収集し、分析用の統合的なデータベースを構築し、社会ネットワーク分析の手法などを用いて分析
した。分析の結果、組織間のネットワークに構造的な変化が観測され，また技術領域や地域によって多様である
ことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study empirically analyzed how organizational boundaries and 
inter-organizational relationships have changed with changes in the technological and other 
environments of today's automotive-related industries. The analysis method involved collecting 
relevant data over a number of years and internationally, building an integrated database for 
analysis, and analyzing it using methods such as social network analysis. The analysis revealed that
 structural changes were observed in the inter-organizational networks, and that they varied by 
technological area and region.

研究分野： 経営学

キーワード： 組織間関係　社会ネットワーク分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
諸先行研究において、自動運転車やコネクテッド・カーなどといった自動車業界の技術変化が、既存の組織間関
係に与える影響の多寡については、必ずしも結論は一致しておらず、また分析対象や方法として事例研究による
ものが多い。本研究では、全世界の自動車メーカーおよび関連組織間の関係性について、統合的かつ実証的に分
析し、その変化を明らかにしたことが、主要な学術的あるいは実践的な意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
諸先行研究において，たとえばインテグラルかモジュラーかといった製品や業界構造の違いが，

垂直統合か水平分業かといった組織間関係の選択と密接に関係していることが指摘されている。
また，系列企業やプラットフォーム企業などといった組織間関係の違いが，当該企業の競争優位
性や，関連企業全体，いわゆるエコシステム（事業生態系）の成長性などに強い影響を与えてい
ることも指摘されている。自動車の製品や産業構造については，著名な Clark and Fujimoto 
(1991) 等をはじめとした多様な研究業績があり，今日のモビリティ・イノベーションについて
も，須田（2019）など産官学の様々な主体から研究発表がなされている。 
一方で，100 年に一度ともいわれるような大きな産業構造の転換期を迎えている自動車産業に

おいて，これから製品や業界の構造がどのように変化し，組織間のネットワークがどのように変
化し，その中核となるプレーヤーがどのように変化していくのか，必ずしも定説はなかった。 
たとえば，ある先行研究においては，自動車産業では，電動化，自動運転，カー・シェアリング
等といった種々の製品や産業構造の変化が進んでおり，それに伴い，これまでコンピュータ業界
等が経験してきた構造変化が自動車業界にも起こることが指摘されていた。それはたとえば，製
品構造のオープン化やモジュラー化，業界構造の水平分業・レイヤー化，競争優位の源泉の変化
によるプラットフォーム企業の成長と統合型企業の衰退といった，それぞれ関連しつつ複合的
な変化の進行である。一方で，別の先行研究においては，自動車とコンピュータとの製品特性の
違いに基づき，自動車産業は必ずしもコンピュータ産業のような業界構造にはならないという
指摘されていた。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は，今日の自動車および関連産業における業界構造の変化に伴って，組織の境界
や組織間関係がどのように変化しているのかを，実証的かつ定量的に分析を試みることである。 
そのため，自動車産業や関連産業における業界構造や組織間関係について，日々の実際の情報を
蓄積し，その変化を時系列に分析し，因果関係を動的に検証する。そして，自動車業界の業界構
造や企業間ネットワークについて，他業界との差異の有無やその要因を，既存理論もしくはその
拡張によって考察し，学術的な貢献をする。また，日本の基幹産業である自動車産業が健全に成
長しうる組織間関係を示すことで，実務上のインプリケーションを提供する。 

マクロレベルの分析の目標として，様々な関連する業界間の関係性や，業界内の階層構造を明
らかにする。業界の階層構造が現状とどう変化していっているのかを，実際のデータから帰納的
に明らかにし，たとえば，自動車の製品構造がどの程度オープン化し，モジュラー化しているの
か，ドミナントデザインはどのように変化しているのか，業界全体のバリューチェーンはどう変
わっているのか，また各企業の事業領域がどのように変化しているのか，等々を分析する。 

また，ミクロレベルの分析の目標として，個々の企業について，企業ドメインの範囲，組織間
ネットワーク上の位置取り，関係先企業との紐帯の強さ等，そしてそれらの戦略的意図を探索す
る。具体的には，個々の企業の垂直統合度や水平分業の度合いを測定し，組織間関係においてプ
ラットフォーム・リーダーシップ企業，ニッチ企業，系列取引企業等といった位置取りを明らか
にする。 
 
３．研究の方法 
 本研究においては，多方面からデータを収集し，業界全体の情報を集積したデータベースを構
築して，定量的な分析を行う。データベースの構築や分析には，社会ネットワーク分析の手法や
テキストマイニングの技法を利用する。社会ネットワーク分析の手法によって様々なネットワ
ークの構造や各ノードの位置取りなどの情報を求め，組織間の関係性を定量的に分析する。 

モビリティ・イノベーションの関連産業は多様であり，業界横断的な幅広いデータの収集が必
要である。また日々変化する状況を解釈するには，時々の情報を逐次分析し続けることが望まし
い。さらに，欧米や中国，アジア諸国等において，それぞれの経営環境等も反映しつつ，多様な
新技術や新サービスが次々に生み出されているため，国際比較が重要である。そこで本研究では，
日々の新しい情報を，国際的に収集しうる元データとして，主に世界各国の新聞記事情報を利用
する。様々な新聞記事から組織間関係に関する各種の情報をテキストマイニングによって抽出
し，分析用データベースを構築する。新聞記事にも情報の妥当性の問題はあるが，企業間の連携
といったインベスターリレーションズ等の観点で重要な情報は網羅され易く，また多様で多国
籍な情報源を利用することで補完されうると考えられる。 
 
４．研究成果 
 研究の過程として，まず自動車業界の全体の分析を行い，次に，様々な技術領域ごとに細分化
して進めてきた。 
(1)全体傾向の分析 



まず，自動車メーカーのパートナーシップに関するデータを元に分析を行った。分析に必要な
パートナーシップに関するデータは，FactSet 社の FactSet Supply Chain Relationships データベ
ースより入手した。抽出する企業の候補は，自動車産業専門調査会社である Fourin 社が発行し
ている産業年鑑を参照し，世界の自動車メーカーをリストアップしたうえで，FactSet Supply 
Chain Relationships データベースを検索し，データの存在していた上位 100 社のデータを入手
した。FactSet Supply Chain Relationships データベースからは，自動車メーカー，パートナー企
業の企業名の他に，それぞれの partnership type，および industry 区分に関する情報を入手した。
Industry 区分は，自動車メーカーがどの程度 CASE（Connected、Autonomous/Automated、Shared、
Electric）に関するパートナー企業と連携しているのかを測定するために用いた。そして，各自
動車メーカーのパートナーシップ全体に占めるＣＡＳＥ関連の比率を計算した。分析方法とし
て，まず組織間のパートナーシップのネットワーク構造を，社会ネットワーク分析の手法を援用
して定量的に分析した。そして，CASE に関連するパートナーシップの比率を目的変数とし，各
ネットワーク指標を説明変数として，回帰分析を行った。 

分析の結果，CASE 化が進んでいる企業程，パートナーシップを広げ，多様性を増していた。
一方で，組織間関係の水平分業化，プラットフォーム化の傾向と，CASE 化の進んでいる程度と
の間には有意な関係性が観測されなかった。また，事例研究として，全自動車メーカーの内，
CASE 化比率の最も高かった 2 社と，最も低かった 2 社を選択し，それぞれの企業のネットワー
ク指標を抽出したところ，CASE 化比率の高かったのは，新興の電気自動車メーカーであり，自
社を中心としてパートナーシップのネットワークを構築しており，ネットワーク上のプラット
フォーマーとしてのポジションにあった。一方で，CASE 化比率の低い従来技術型の自動車メー
カーは，比較的限られた少数の企業と閉じたネットワークを形成していた。考察として，組織間
関係が変化しつつあるものの，技術領域等によって一様ではないことが考察された。 
 
(2)自動運転領域の分析 

次に，自動運転車へと変化する自動車業界において，どのような企業が成長しているのか，そ
の組織間ネットワークの特徴を実証的に分析した。データの収集源として，本調査では新聞記事
と企業のプレスリリースのデータを利用した。具体的には，米国 LexisNexis 社が提供する，Lexis 
Advance データベースを利用した。Lexis Advance によって，The New York Times、Los Angeles 
Times、Le Monde などをはじめとした，全世界の有力紙の新聞記事について，全文検索および
閲覧が可能である。そして，テキストマイニングの手法を援用して，データクリーニングを行い，
組織間関係のデータを収集した。2015 年から 2019 年までの記事から，20,063 件の組織間関係
データが抽出され，それらについて，社会ネットワーク分析の手法を援用してネットワーク構造
の分析を行った。また，各企業の成長度合いについての評価指標の代理変数として，各企業のエ
ゴ・ネットワークのサイズの差分を用いた。自動運転車に領域においては，企業を取り巻くエコ
システムをどれだけ拡大できるかが，企業の成長性に大きく影響し，各企業の重要な戦略上の目
標であると想定されるので，企業の成長度合いの代理変数とした。 

各企業のネットワーク指標と成長性との関係を，地域別に分析した結果，ネットワークの広い
企業程，成長の速度が速いことが，分析対象の地域にかかわらず確認された。一方で，プラット
フォーム型の組織間関係を形成している企業が成長している，という仮説については，測定した
指標によっては地域間で差異が確認された。分析の結果，自動運転車の産業領域において，アメ
リカやヨーロッパでプラットフォーム企業が存在している可能性を示していて，また日本や中
国ではプラットフォーム企業が成長していない可能性を示された。また，既存の自動車業界にお
いては，凝集性が組織間関係の特徴の 1 つであり，凝集性の高い企業集団を形成することで，成
長性や収益性を高めているが，自動運転車という新しい産業領域においては，凝集性が低いほど
成長しているという，従来とは真逆の組織間関係の特徴が示された。以上の分析結果ら，自動運
転の産業領域においては， IT 業界などと類似して，プラットフォーム・リーダーを中核にした，
分散的で，水平分業型の産業構造が主流になっていく可能性も高いのではないかと推察された。 
 
(3)コネクテッド・カー領域の分析 

次に，コネクテッド・カーについて，どのような企業が成長しているのか，その組織間ネット
ワークの特徴を実証的に分析した。データの収集方法や分析は，前研究と同様で，新聞記事と企
業のプレスリリースのデータを利用した。ただし，コネクテッド・カーは多様な部品やソフトウ
ェア等から構成されており，全ての構成要素における組織間関係は，必ずしも一様ではないと想
定されたため，抽出したデータに基づいて，探索的にいくつかの類型に分類を行い，それぞれに
ついて分析した。抽出された分析対象となる企業数，および企業の組み合わせは，自動車ハード
ウェアは 756 社，6,000 組，コネクテッド関連機器は 765 社，6,067 組，ソフトウェア・アプリ
ケーションは 416 社，3,648 組，サービス関連は 678 社，5,430 組であった。なお，各類型に含
まれる企業数および企業間関係については，各類型間で重複がある。 

分析の結果，ネットワークの広い企業程，成長の速度が速いという仮説について，分析対象の
類型に関わらず，仮説が指示される可能性が示された。いわゆるプラットフォーム型の組織間関
係を形成している企業が成長しているという仮説については，類型間で差異が確認され，ソフト
ウェア・アプリケーション，コネクテッド機器，サービス関連について，成長性との有意な関係
性が観測された。特に，ソフトウェア・アプリケーションについては，プラットフォーム型の組



織間ネットワーク構造であることが，成長性と強く関連していた。一方で，自動車ハードウェア
のカテゴリーでは有意な関係性は観測されなかった。さらに，組織間関係の凝集性，近接性に関
する仮説について，コネクテッド・カーの４つの構成要素のカテゴリー間で，全く異なる統計分
析結果となった。すなわち，自動車ハードウェアのカテゴリーでは，組織間関係の凝集性，近接
性が高いほど，企業が成長している可能性が示された。これは従来からの自動車産業の特徴に合
致する。一方で，ソフトウェア・アプリケーションやサービス関連のカテゴリーにおいては，逆
に，組織間関係の凝集性や近接性とは，負の相関である可能性が示された。また，コネクテッド
機器のカテゴリーにおいては，無相関である可能性が示された。このように，コネクテッド・カ
ーの構成要素の中でも，組織間関係は一様ではなく，従来型の垂直統合的な領域と，水平分業化
している領域とが併存している可能性がデータから示された。考察として，コネクテッド・カー
は，主に従来の自動車産業としての構成要素と，IT 業界の構成要素の組み合わせであり，それ
ぞれの業界構造は階層性があることや，未だコネクテッド・カーが製品ライフサイクルの初期段
階にあり，変化が少しずつ進行していることが想定された。 
 
(4)シェアリング，電気自動車領域の分析 
 前述の自動運転，コネクテッド・カー以外に，ライド・シェアリングや電気自動車についても，
それぞれ同様の分析を行った。分析の結果，ぞれぞれの技術領域毎に，組織間関係に関すること
なる特徴が観測された。ライド・シェアリングは，歯医者サービスなどに代表される領域であり，
世界の地域間により多少の差異が見られたものの，概ね業界構造の水平分業化が進行していた。
一方，電気自動車の領域においては，従来の自動車産業の特徴である組織間関係の凝集性などは，
必ずしも成長性との関係性が観測されなかった一方で，いわゆるプラットフォーム型の組織間
関係が主流になっているわけでもなかった。観測された特徴として，電気自動車の主要構成部品
ごとに，少数の強いプレーヤーが存在し，それらがいわば強者連合を構成しているようなネット
ワーク構造が観測された。 

以上のように，今日の自動車産業の組織間関係は変化しつつあり，またその変化は技術変化に
よって一様ではないことが実証的に示された。こうした技術変化は今後も発展することが想定
され，それに伴い業界構造や組織間関係もまた変化し続けることが想定される。 

以上 
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